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１ 研究目的 
 

近年、インターネットの急速な普及により利

用者が増加するにつれ情報量も多くなってきま

した。 

またオンラインショッピングは製品やサービ

スが手軽に提供できるため多くの人に利用され

ています。それに伴い顧客自信のニーズの多様

化・曖昧化してきています。そこでユーザ側に

立ちユーザの欲しいものを想定し、「こういう

ものは如何でしょうか？」と投げかけユーザを

導くことが重要になりつつあります。 

本稿では、IC カードを使った個人利用履歴を

用いて、より個人要求に適応したレコメンド方

式を提案します。 

２ 従来技術 

２．１従来のレコメンデーション 
 
レコメンデーションとは様々な顧客情報から

嗜好傾向を把握し、各顧客に適切な商品・サー

ビスを勧めるための手法です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
レコメンド方法についてはさまざまな手法がも

ちいられているがルールをマーケティング担当

者が決めて手動でお勧めさせるルールベースフ

ィルタリング、すべてのレコメンドをコンピュ

ータが解析するリアルタイムレコメンドが現在

用いられている技術である。現在の web レコメ

ンドサイトの問題点は、名前や生年月日メール

アドレスなど初期プロファイルをいちいちサイ

トごとに入力しないといけない。web サイトが変

わったら購買履歴をゼロからスタートさせない

といけないなどがあげられます。 

２．２協調フィルタリング 
 
 ユーザにとって有能な商品を推奨する手段と

して協調フィルタリングがあります。 

協調フィルタリングは複数の利用者の知識を利

用することが特徴です。 

３ 提案レコメンド方式 

３．１概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Fig2 に提案 Web レコメンドシステムの構成図

を示した。従来のレコメンド法との大きな違い

は IC カードを用いたレコメンド方法である。ま

た個人利用履歴から抽出した個人特徴情報を用

いて学習機能を付加し解析を行うことにより、

個人に適応した情報やコンテンツが獲得できる。 

IC カードを用いる利点として IC カードに初期プ

ロファイルを入力しておくことによりユーザの

プロファイルを入力する手間を省くことや購買

履歴を IC カードに書き込むことによりそのサイ

トだけでなく Web サイトにとらわれないレコメ

ンドが可能となる。 

また、システムは下記に示したフィルタリン

グ部と、学習部、個人支援度評価部で構成され

ている。 
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Fig.1 基本的なレコメンド
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Fig.2 提案システム構成図
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 ① フィルタリング部にてルールファイルを作成
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し候補選定を行う（フィルタリング部） 

② 過去の事例から類似事例を予測し、レコメン
ド候補を選定する（学習部） 

③ 選定された候補を評価（個人支援度評価部） 
３．２フィルタリング部 
 
候補選定方法 
○ 候補選定基準に複数の知識を利用する（協調

フィルタリング） 
３．２．１協調フィルタリング 
 
従来の方式との違いは、ユーザが５段階の評

価を行うのではなく商品の購入履歴（購入済の

場合１未購入の場合０）を参考にし、システム

が自動的に評価をします。[2] 

利用する協調フィルタリング例を下記に示す。 

手順１．各ユーザの購入履歴から各商品の購入

回数を計算し、ユーザごとにまとめる 

手順２．各ユーザの要約された購入履歴から全

ユーザについての各購入回数と、その

全ユーザに対する購入頻度を計算し、

まとめる 

手順３．全ユーザの要約された購入履歴に対し

て、協調フィルタリングのアルゴリズ

ムを適用し各商品の推奨度を計算し、

レコメンド候補とします。 

３．３学習部 
 
過去の顧客情報と行動や属性などを事例デー

タとして保持し、新しい顧客がどの事例に最も

近いか類則しお勧め商品をレコメンドします。 

例：A という電化製品を購入した顧客の 70%が、

Bという電化製品を購入した。 

推測：A の電化製品を購入した顧客は、B という

電化製品にも興味を示すかもしれない 

このように複数ユーザから収集したデータを基

とし特定の顧客の興味やニーズを予測します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルールベースは if（条件文）then(結論部)か

らできています。結論部は推奨する商品を指し

ます。学習エンジンはルールベースと購買履歴

を監視して、一致したら新しい商品を履歴に追

加します。新しい商品が追加されたら商品をフ

ィードバックしルールと一致させます。この操

作を繰り返し新しい商品を発掘します。 

ルールベースの利用例を下記に示す。 

手順１．あらかじめクライアント側でルールを

作成しておきます 

ルール＝「男性かつ東京在住かつ２０歳台かつ

サッカーに興味がある」場合 

手順２．そのルールに合致した場合 

「○○のユニフォームをレコメンド候

補とする」 

３．４個人支援度評価部 
 
個人支援度の高い商品をユーザにプッシュし

お勧めするのが本稿の目的である。従来のレコ

メンドでの問題点は、ユーザが興味を持ってい

る情報には程遠い見当違いな情報を持ってくる

という問題があります。そこで選定した商品や

コンテンツが本当にユーザに適しているか評価

する必要があります。そこで個人特徴情報デー

タベースとコンテンツ情報を記録したデータベ

ースとをパターンマッチングをして正しい答え

を評価しユーザにレコメンドを行います。 
４ まとめ 

 
本提案の特徴としては個人情報を IC カードに

記録し管理することで個人情報の漏洩を防ぐこ

とができる。また IC カードを使用することで

web サイトに捉われないレコメンドが可能になる

であろう。 

今後の EC では、ますます WEB の個人適応化
がもとめられると思われるがその人の本当に求

めている情報や欲しい物にいかに近づけるかが

今後の課題である。 
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